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ミツカン水の文化センターが 2017年度からスタートした「発見！水の文化」。身近で気軽に参加で
きるような企画テーマを用意しています。2018年度の「発見！水の文化」にもぜひご期待ください！
http://www.mizu.gr.jp/hakken/houkoku/

魅力あふれる独自の「水の文化」を培っている「人」や「事・場」を訪ねて、その研究や活動を「水の風
土記」としてホームページでご紹介しています。ぜひご覧ください！　http://www.mizu.gr.jp/fudoki/

センター活動報告①

センター活動報告②

2018年の 「発見！水の文化」 がスタートしました！

Web 「水の風土記」 最新記事のご紹介

アクアツーリズムから探る
「水と人」の付き合い方

「結
ゆい

の心」で取り戻した
「水の知見」を海外へ！

有明アリーナの工事現場

野田 岳仁（のだ たけひと）さん 　
立命館大学 政策科学部 助教

福井県大野市

Webで公開中！

Webで公開中！

2018年度最初の「発見！
水の文化」は、2017年に残
念ながら台風で中止になっ
てしまった企画をついに実
現！ 好天に恵まれたゴール
デンウイークの初日。開発
が進んでいる東京の臨海部
の歴史・文化的背景につい
て学びながら、これからどの
ように変わっていこうとして
いるのかを水面側から発見
しました。

琵琶湖の北西部に位置
する滋賀県高島市の「針江
（はりえ）集落」に足しげく通
い、ここを基準点にしなが
ら各地を訪ね歩く野田岳
仁さんに、アクアツーリズ
ムの可能性についてお聞き
しました。

40年前に深刻な「井戸枯れ」の危機
に直面した福井県大野市は、市民が一
体となった保全活動で再び地下水を取
り戻した歴史があります。さらに、数年
前からもう一歩踏み込んだ地方創生へ
の試みを進めているとお聞きして現地
に向かいました。

2018年9月以降の予定は決まり次
第、HPでご紹介いたします。皆さま
の参加を心よりお待ちしております！

船でめぐる東京の水辺
～かわりゆく臨海部編～
――2018年 4月28日（土）9:00～12:30

湧き水を飲む男の子

荒川と旧中川を「船のエレベーター」
としてつなぐ荒川ロックゲート

日本橋観光桟橋
発着

佃
築地・浜離宮

日本橋川
神田川

選手村建設地
レインボーブリッジ

豊洲
競技場建設地

参加者数

38名

講師：阿部 彰（あべ あきら）さん 　一般社団法人 まちふね みらい塾　専務理事

高松 巌（たかまつ いわお）さん 　一般社団法人 まちふね みらい塾　代表理事 船から眺めた豊洲市場
ルート：日本橋・日本橋室町エリア → 日本
橋堀留町・小網町エリア → 日本橋兜町・茅
場町・新川エリア → 隅田川河口解散

ルート：豊洲～荒川ロックゲート → 旧中川・
横十間川・小名木川エリア

東京
辰巳国際水泳場

新木場貯木場跡地
（ゲートブリッジ遠望）

第
7
回

第
8
回

江戸の水辺街歩き
（日本橋編）
――2018年 6月9日（土）開催

開催した
「発見！水の文化」

船でめぐる東京の水辺
～江東の内部河川編～
――2018年 6月23日（土）開催
※2018年10月13日（土）も開催決定
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少
年
期
に
友
達
と
近
く
の
池
や
川
で
楽
し
ん
だ
釣
り
。
そ
の
際
に
釣
っ

た
魚
の
魚
拓
を
取
り
、
そ
の
後
、
家
族
で
美
味
し
く
食
し
た
こ
と
を
久

し
ぶ
り
に
思
い
出
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
を
通
じ
て
「
釣
り
」
は
、
単

に
魚
を
釣
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
人
間
の
気
持
ち
や
文
化
が

あ
る
こ
と
を
再
度
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
浅
）

自
分
は
釣
り
を
し
な
い
が
、息
子
に
は
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ

の
取
材
を
通
じ
て
釣
り
の
多
面
的
な
魅
力
に
触
れ
、
思
い
は
強
ま
っ
た
。

釣
り
方
の
工
夫
や
命
へ
の
対
峙
の
仕
方
、環
境
へ
の
配
慮
法
な
ど
…
正
解

の
な
い
無
数
の
問
い
に
自
問
自
答
す
る
過
程
か
ら
得
る
も
の
は
計
り
知

れ
な
い
。
釣
堀
か
ら
連
れ
出
し
た
い
。（
松
）

初
め
て
本
格
的
に
釣
り
を
体
験
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
な
ん
と
か
二

匹
が
釣
れ
た
。
釣
っ
た
瞬
間
に
感
じ
た
喜
び
は
、
確
か
に
普
通
の
ス
ポ

ー
ツ
と
比
べ
ら
れ
な
い
感
覚
で
、
釣
り
に
没
頭
す
る
人
た
ち
の
精
神
は

実
感
で
き
た
と
思
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
釣
ら
れ
た
相
手
が
可
愛
そ

う
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。。（
Ｆ
Ｇ
）

釣
り
に
対
し
て
残
酷
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
が
、
取
材
を
通
じ
て

釣
り
と
水
、
環
境
へ
の
深
い
つ
な
が
り
を
感
じ
た
。
ま
た
初
め
て
釣
り

を
体
験
し
、
釣
り
を
楽
し
む
人
の
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

関
わ
り
方
に
よ
っ
て
は
、
釣
り
も
素
敵
な
趣
味
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
。（
青
）

夏
休
み
、
家
族
旅
行
の
定
番
が
海
水
浴
と
釣
り
だ
っ
た
。
黙
々
と
釣
り

糸
を
垂
ら
し
て
、
ど
ん
な
魚
が
釣
れ
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
釣
り
を

し
て
い
る
間
、
会
話
は
無
か
っ
た
け
れ
ど
、
一
体
感
と
い
う
か
、
団
結

感
は
あ
っ
た
と
思
う
。
外
食
先
、
全
員
が
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
家
族
に

是
非
オ
ス
ス
メ
し
た
い
も
の
だ
と
思
っ
た
の
で
し
た
。（
飯
）

釣
り
は
小
学
生
の
時
以
来
で
、
釣
堀
で
あ
る
程
度
釣
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

今
回
、
本
格
的
な
釣
り
の
機
会
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
釣
れ
ず
…
…
。

取
材
を
進
め
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
仕
掛
け
や
工
夫
、
心
構
え
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
自
分
の
姿
勢
の
甘
さ
を
痛
感
し
た
。
大
岡
玲
さ
ん
の

言
葉
を
お
借
り
す
れ
ば
、
次
回
こ
そ
地
球
と
交
信
し
て
み
た
い
。（
力
）

少
年
期
は
釣
り
に
夢
中
だ
っ
た
私
。今
回
の
取
材
で
久
々
に
琵
琶
湖
の
バ

ス
を
ル
ア
ー
で
狙
い
、生
ま
れ
て
初
め
て
テ
ン
カ
ラ
と
和
竿
を
体
験
す
る

と
、釣
り
熱
が
一
気
に
ぶ
り
返
し
ま
し
た
。
し
か
も
若
い
頃
と
は
違
っ
て
、

た
だ
水
辺
で
竿
を
振
っ
て
い
る
だ
け
で
大
満
足
。「
歳
を
重
ね
る
の
も
悪

く
な
い
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。（
前
）

水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 20年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ
りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第59号
ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

『水の文化』59号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form59.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-3568-4025
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp


